






The meaning of observations by photograph on tactical points in soccer
Yasushi HIYAMA
Abstract
　The purpose of this study is to investigate the meaning of observations by photographs on tactical 
points in soccer.
　In this study, three merits of observations by still photographs were showed as followed: 
（1）Clear present of viewpoints in tactical problems.
（2）Immediately present by easy management.
（3）The context of tactical problems in a photograph blow up player's image.
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　　　　◦ On the ball（ボール保持者）







































　　　　◦ 守備組織（ＧＫも含む）に対する On 


















する On the ball および Off the ball の
動き
　　　②守備
　　　　◦ 両チームの攻撃に対する守備組織、特に
前線とディフェンスラインの関係
　中央最上部は写真撮影を行う上で最も情報を共有
しやすい位置である。両チームの情報を均等に表現
することが可能で両チームの選手、指導者ともに同
じ視点で観察を行うことができるからである。しか
しながらここでも、反対サイドの情報は、高さが確
保できない競技場においては特に理解しにくくな
る。高さは写真撮影において、第一に確保されるべ
き要素である。
　次項では、以上で検討してきた構図の問題につい
て事例をあげながら具体的に説明していく。
3.3. 事例の提示（写真１～14）
　写真撮影に関して以下の機材、方法を用いて行っ
た。
　（１）撮影機材
　オリンパス社製、CAMEDIA E-100RSを使用した。
　（２）記録媒体
　コンパクトフラッシュ１ＧＢを使用した。この容
量では標準の画質モードでおよそ2700枚程度撮影が
可能である。
　（３）撮影方法
　毎秒３コマの連続写真を基本にした。画質モード
は標準、ズームは必要に応じて、情報が漏れない範
囲で使用した。またファインダーは直接用いること
はせず、モニターを使用し、撮影範囲を確認しなが
ら、直接ゲームの状況を視野に入れながら撮影を
行った。
　（４）整理の方法
　戦術行動に関するテーマをつけて、パワーポイン
トによるスライド形式にして保存をした。さらに
ゲームごとの時系列で整理した。また簡単な加工を
施し、視覚的にも理解しやすいようにした。本稿で
は、撮影した局面を同時に提示するためにスライド
ではなく並列して提示することとした。
　それぞれの事例提示にあたって、以下のように構
図を選択した理由及び局面を3～４局面に区分し、
解説していく。
　　１）撮影の構図とカメラアングル
　　　① 写真の戦術的問題を撮影するためにその撮
影位置にした理由
　　２） 「フレーム」としての局面認識（連続写真
の３～４局面）
　　　①撮影対象を生起させたプレー
　　　②撮影対象とした戦術的問題
　　　③撮影対象が生じた後、継続したプレー
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写真１．ドリブル突破に入る白の選手。前線の２人の選手は中に動き出し相手ＤＦを集中させている
写真２．前線の２人の選手が中に入ったことにより、ＤＦが対応し、両サイドにスペースが生じる
写真３．ボール保持者は生じたスペースにそのまま進入し、突破に入る。逆サイドは全くのフリーになっている
◦サイド位置からの撮影を選択したのは、トップの動きによるＤＦの対応を観察するためである
檜山　　康 31
写真４．ＦＫに対するマーキング。ボールが蹴られる前からゴールサイドを取られない（守備：白パンツ）
写真５．蹴られた瞬間でもボールとマークを視野に入れたポジショニング
写真６．ボールは壁に当たって跳ね返るがマークは乱れていない
◦ゴール裏からの撮影を選択したのは、ボールとＤＦのマークの状況の関係を撮影するためである
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写真７．赤チームからボールを奪ったグレーチーム。中盤には大きなスペースが生じている
写真８．ボールを奪った選手がドリブルでそのスペースに進入する。前線の選手はサイドのスペースに動き出す
写真９．動き出した選手にパス。受けた選手は突破に入る。ＤＦは遅らせることができない状態
写真10．フィニッシュするがＤＦがブロック。守備側のチームは全く戻り切れていない
◦ 中央からの撮影を選択したのは、攻守が分離した状況下での中盤のスペースの生じ方とその利用の仕方について
撮影するためである
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写真11．前線のチェイシングと後方の関係（実線は中盤のライン）
写真12．クリアされたボールをＦＷ（白）の選手が追う
写真13．ＦＷの選手とＤＦ（黒）が競り合う。その間に後方の選手が押し上げる
写真14．ＦＷの選手がボール奪取。ＦＷの移動距離と中盤の選手が押し上げた距離（点線）
◦中央からの撮影を選択したのは、個々の選手の移動距離と組織の移動距離の関係をとらえるためである
サッカーにおける写真による戦術的問題点提示の意義34
引用・参考文献一覧
１．浅田彰ほか：科学的方法とは何か，中公新書，1986.
２．朝岡正雄：スポーツ運動学序説，不昧堂出版，1999.
３．ハンソン，N.R.（村上陽一郎訳）：科学的発見のパターン，講談社学術文庫，1986.
４．金子明友：運動観察のモルフォロギー，筑波大学体育科学系紀要，10:113-124，1987.
５．金子明友：技の伝承，明和出版，2002.
６．金子明友：体操競技のコーチング，大修館書店，1974.
７．金子明友（監）：教師のための運動学，大修館書店，1996.
８．金子明友（編）：運動学講義，大修館書店，1990.
９．マイネル，K.（金子明友訳）：スポーツ運動学，大修館書店，1998.
10．マイネル，K.（金子明友訳）：動きの感性学，大修館書店，1998.
11．村上陽一郎：新しい科学論，講談社ブルーパックス，1979.
12．中村雄二郎：共通感覚論，岩波現代文庫，2000.
13．中村雄二郎：臨床の知とは何か，岩波新書，1992.
14．ナイサー，U.（古崎敬，村瀬旻訳）：認知の構図，サイエンス社，1978.
15．日本サッカー協会技術委員会（編）：テクニカルニュース，Vol.27，2008.
４．まとめ
　本稿では、サッカーにおけるゲームスカウティン
グの現状から映像を使用することの問題点について
述べ、映像に代わる提示方法として写真を使用する
ことの意義について検討してきた。それによって写
真提示におけるメリットとデメリットが明らかに
なった。
　（１）メリット
　　１）戦術問題点の明確な提示
　　２）処理が容易なため即時的な提示が可能
　　３） 問題点の前後関係を選手に想起させること
が可能
　（２）デメリット
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　　２）時間的要素の消失
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　こうしたことから、写真による戦術的問題点の提
示の意義は、選手に問題点を明確に提示しながら、
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の併用が考えられる。つまり、写真で問題点を提示
しながら、どうしてそのような問題が生じたか、そ
してその後どうなったかを考えさせ、映像によって
実際はどうだったかということを確認させるという
手法が考えられる。
　今後は、選手－指導者間でより高度なレベルで情
報を共有しながら、映像のメリット、写真のメリッ
トを生かし、選手の戦術的理解度を高めていく手法
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